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J
R
喜
多
山
駅
の
駅
頭
に
立
っ
て

西
に
向
く
と
、
右
手
に
貞
行
城
跡
、

左
手
に
元
城
跡
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
永
禄
・
天
正
年
間
に
、
土
佐
の
古
家

族
長
曽
我
部
元
親
が
、
伊
予
へ
進
攻

J

J

ル
矢
落
川
rd

一一一

し
て
、
南
予
を
次
々
と
攻
略
し
て
い

た
頃
の
こ
と
で
す
。
南
・
北
・

東
宇

和
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
土
佐
軍
は
、
南

久
米
大
洲
を
経
て
新
谷
へ
攻
め
込

み
、
貞
行
城
・
元
城
へ
と
迫
っ
て
き

ま
し
た
。

伝
説
の
地
を
行
く

③ 

戦
は
持
久
戦
と
な
り
、

両
山
城
に

立
て
寵
も
っ
た
軍
勢
は
、
日
を
重
ね

る
に
従
っ
て
食
料
不
足
と
な
り
、

互

い
の
連
絡
も
と
れ
な
い
ま
ま
窮
地
に

追
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
貞
行
城
主
貞
行
氏
は
、
部
下
の

中
か
ら
強
弓
の
士
を
選
ん
で
、
矢
文

を
元
城
に
向
い
射
さ
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
矢
文
が
、
両
城

の
中
聞
を
流
れ
る
川
に
落
ち
て
し
ま

い、

土
佐
軍
兵
士
が
そ
れ
を
見
位
け
、

「思
い
が
け
な
い
長
期
の
寵
城
と
な

り
食
糧
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
因
っ

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
も
同
じ
。

も
う
少
し
頑
張
れ
ば
、
敵
も
引
き
上

げ
る
に
違
い
な
い

・
」
と
の
文

面
が
敵
方
に
知
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
ん
だ
敵
将
は
、

両
城
は

近
い
う
ち
に
降
参
す
る
ぞ
と
、
な
お

長
期
戦
の
構
え
に
入
り
、
や
が
て
両

城
と
も
に
落
城
。
以
後
、
「
矢
文
の

落
ち
た
川
」
を
「
矢
落
川
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今月号のみところ

06月定例市議会....・ H ・・P2 

0市民課証明を

ファック スで電送...p3 

今月の閉庁土曜日は0在宅老人介護手当……P3 

市民のうとき8月8日と22日ですOSHARK ./ 

平成4年6月30日現在

39，438人 (+28)

18，721人 (+10)

20，717人 (+18)

13，233世帯 (十8) 

240.99平方キロメート ル

人口

男

女

世帯数

面 積

市民の皆様のこ‘理解とこ・協力をお願いします。
サメに注意……P 4~5

0観光ビデオが完成〆…P6 

今月の納税は0夏季大学に

市・県民税2期良子さん・…..p8 桜井

納期は8月31日です。



福祉を充実
ヘルパー増員

ド在宅老人介護手当創設

六
月
定
例
市
議
会
は
、

六
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
十

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
は
、
補
正
予

そ
の
他

6月定例市議会

算
関
係
六
件
、
条
例
関
係
四
件
、
人
事
案
件
一
件
、

決
さ
れ
ま
し
た
。

六
件
の
計
十
七
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

大
洲
市
が
目
指
す
「
水
と
緑
の
豊
か

な
市
民
都
市
」
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
今
回
は
、
農
林
業
の
振
興
、

生
活
環
境
等
都
市
基
盤
の
整
備
、
教

育
条
件
の
整
備
な
ど
、
懸
案
の
重
要

施
策
を
中
心
に
予
算
を
編
成
し
ま
し

た。

原
案
の
と
お
り
可

固
に
お
い
て
は
、
バ
ブ
ル
は
じ
け

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
税
収
等
の
財

源
が
非
常
に
窮
屈
な
中
で
の
予
算
成

立
と
な
り
、
公
共
事
業
の
前
倒
し
執

行
な
ど
の
景
気
対
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
の
財
政

環
境
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
財
源
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
財
政
の
効
率
的
運
営
を
行

い
、
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、

積
極
的
な
市
政
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
わ
い
て
、
地
方
拠
点

都
市
整
備
法
が
成
立
し
た
こ
と
は
、

新
し
い
地
方
拠
点
都
市
形
成
の
ま
た

と
な
い
機
会
で
あ
り
、
地
区
指
定
の

実
現
に
向
け
、
圏
域
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計

二
十
二
億
六
千
六
十

万
円
八
千
百
七
十
万
円
減
額

一
億
五
千
七
百
七
十

七
万
円

二
十
三
億
三
千
六
百

六
十
七
万
円

特
別
会
計

企
業
会
計

A 
ロ

十
i
-一ヨロ

今
回
の
補
正
で
予
算
総
額
は
二
百

四
十
七
億
三
千
四
百
九
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
四
十
二
億

九
千
八
百
六
万
円

(約
一
二
・
O
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

V

一
般
会
計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
百
三
十
億
七
千
六
十
万
円

と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
、
十

八
億
千
七
百
六
十
三
万
円
(
約

一
六

・
二
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

総
務
費
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
集
会
所

建
設
事
業
に
三
千
九
十
万
円

民
生
費
老
人
家
庭
奉
仕
員
委
託
料

と
し
て
九
百
五
万
円
、
地
域
改
善
対

策
特
定
事
業
に
四
億
九
千
百
八
十
一

万
円
、
喜
多
保
育
所
改
築
事
業
に
一

億
九
百
七
十
万
円

衛
生
費
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出

金
と
し
て
三
百
五
十
万
円

農
林
水
産
業
費
山
村
地
域
農
林
漁

業
特
別
対
策
事
業
に
千
二
百
万
円
、

ア
グ
リ
ト
ピ
ア
構
想
推
進
事
業
に
二

千
二
百
五
十
万
円

商
工
費
筏
流
し
大
会
事
業
補
助
金

と
し
て
八
十
三
万
円

土
木
費
地
方
道
路
整
備
事
業
に

二

億
千
九
百
九
十
五
万
円
、
公
営
住
宅

建
設
事
業
(
鉄
砲
町
第

一
団
地
建
替

事
業
)
に

一
億
千
六
百
八
十
九
万
円

消
防
費
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

千
四
百
九
十
八
万
円

教
育
費
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業

(蔵
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
、

大
洲
東
中
学
校
及
び
肱
東
中
学
校
校

舎
新
増
改
築
事
業
)
に
六
億
三
千
七

2 

百
八
十
八
万
円
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
合

同
研
修

(
J
R
列
車
貸
切
)
に
百
十

一
万
円
、
カ
ヌ

l
艇
整
備
に
三
百
万
円

条

例

関

係

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支

給
条
例
の
一
部
改
正

'v
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

V
大
洲
市
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部

改
正
V
大
洲
市
公
共
下
水
道
整
備
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

玉
木
道
輝
委
員
が
任
期
満
了
と
な

る
の
に
伴
い
、
そ
の
後
任
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

た
も
の
で
す
。
な
お
、
後
任
委
員
は

次
の
人
で
す
。

氏

名

稲

田

賓

留

住
所
大
洲
市
平
野
町
野
田

一
五

O
番
地
の
五

生
年
月
日

昭

和

二
年
九
月
二
十
五

口
u

そ

の

他

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市

道
の
路
線
廃
止
に

つ
い
て
V
字
の
廃

止
に
つ
い
て
V
大
洲
市
温
泉
ボ
ー
リ

ン
グ
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
V
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
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証明模写電送制度

がスタート

市
で
は
、

市
民
課
証
明
の
交
付
を

迅
速
化
し
便
利
に
す
る
た
め
に
、
「
市

民
課
証
明
模
写
電
送
制
度
L

を
八
月

一
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
課
と
連
絡
所

を
通
信
回
線
で
結
び
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
を
利
用
し
て
市
民
課
証
明
を
交
付

す
る
も
の
で
、
各
連
絡
所
で
証
明
書

が
請
求
時
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
連
絡
所
で
証
明
を
請
求
し

た
場
合
、
交
付
す
る
ま
で
に
、

市
民

課
窓
口
で
請
求
し
た
場
合
と
ほ
ぼ
同

じ
く
ら
い
の
待
時
聞
を
必
要
と
し
ま

す
。
待
時
間
は
、
請
求
し
た
日

・
時

間
帯
や
証
明
の
種
類
・

内
容
な
ど
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

ノ?ーー・ーー r-園開- 「・・・・・・

申請書を提出 申請書を電送

申 う連 市

Y 

請 絡 ファクシミリを使用 義民

ンA A 

に者f¥r 所

問証明書を交付 証明書を電送

一 '---

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
課
証
明
の
一
部
の

証
明
は
、
こ
の
制
度
で
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
市
民

課
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

電
送
で
き
る
証
明

①
戸
籍
に
関
す
る
証
明

戸
籍
謄
抄
本
、
除
籍
謄
抄
本
、
改

製
原
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍

・
除
籍

・

改
製
原
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書
(
市

の
所
定
用
紙
に
よ
る
も
の
)

②
住
民
票
に
関
す
る
証
明

住
民
票
の
写
、
消
除
さ
れ
た
住
民

票
の
写
、
戸
籍
の
附
票
の
写
、
消
除

さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
、
住
民
票
・

消
除
さ
れ
た
住
民
票
の
記
載
事
項
証

明
書
(
市
の
所
定
用
紙
に
よ
る
も
の
)

③
印
鑑
登
録
に
関
す
る
証
明
書

印
鑑
登
録
証
明
書

④
そ
の
他
の
証
明

身
分
証
明
書

電
送
で
き
な
い
証
明

①
戸
籍

・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
記

載
事
項
証
明
書
、
住
民
票
・
消
除
さ

れ
た
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書
の

う
ち
持
参
し
た
用
紙
に
証
明
す
る
も

の。②
戸
籍
届
書
の
記
載
事
項
証
明
書

③
戸
籍
届
書
の
受
理

・
不
受
理
証
明

書取
扱
日
・
取
扱
時
間

取

扱

日

市

民
課
の
閉
庁
日

取
扱

時

間

平

日
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

土
曜
日

は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま

で
。

#

※
第
二

・
第
四
土
曜
日
は
閉
庁
日
で
円

す
。
ま
た
、
前
述
の
取
扱
日

・
時
間

引

以
外
で
は
、
市
民
課
及
び
各
連
絡
所

町

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
停
止
し
ま
す
の
叩

で
、
取
扱
で
き
ま
せ
ん
。

間

請

求

手

続

日

市
民
課
窓
口
及
び
各
連
絡
所
に
備

品

え
付
け
の
申
請
書
で
請
求
し
て
く
だ
日

さ
い
。
な
お
、

申
請
の
際
に
は、

必
世

ず
印
鑑
を
ご
持
参

く

だ

さ

い

。

日

※
な
お
、
こ

の
件
に
関
し
て
の
詳
し
世

い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
戸
籍
日

係
・
市
民
係
ま

で

。

相

官
⑫
2
1
1
1
内
2

5
3
日

ね
た
き
り
老
人
の
介
護
者
に

在
宅
老
人
介
護
手
当
を支
給

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
居
宅
に
お
い
て
ね
た

き
り
老
人
を
常
時
介
護
し
て
い
る
人

に
対
し
、
「
在
宅
老
人
介
護
手
当
」

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
要
件
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該
当
す

る
人
は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い。

{対
象
者
}

-
在
宅
で
、
六
ヶ
月
以
上
継
続
し
て

ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
六
十
五
歳

以
上
の
人
を
、
常
時
介
護
し
て
い
る

同
居
で
生
計
を
同
じ
く
す
る
人
。

{手
当
額
}

・
ね
た
き
り
老
人
一
人
に
つ
き

月

額

五

千

円

{申
請
に
必
要
な
書
類
}

-
大
洲
市
在
宅
老
人
介
護
手
当
支
給

申
請
書

(民
生
委
員
の
証
明
が
必
要

で
す
)

-
住
民
票
の
謄
本
(
世
帯
全
員
の
も

の
){手
当
の
支
給
}

・
支
払
月
は
、
三
月
と
九
月
で
す
。

(平
成
四
年
度
の
第

一
回
支
払
月
は

三
月
で
す
)

-
介
護
者
が
指
定
し
た
口
座
に
、
前

月
分
ま
で
の
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

{受
付
}

・
初
回
の
受
付
は
、
八
月

一
日
か
ら

八
月
三
十
一

日
ま
で
と
し
ま
す
。(
九

月
分
か
ら
の
支
給
該
当
者
分
)

-
九
月
以
降
は
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
※
な
お
、
こ
の
件
に
関
し
て
の
申
請

及
び
問
い
合
せ
は
、
福
祉
事
務
所
援

護
係
ま
で
宮

@
2
1
1
1
内
2
7
5

3 



リ
ン
グ
、

夏
本
番
、

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。ジ

ェ
ッ
ト
ス
キ

ボ
ー
ド
セ
イ

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
多
彩
に
な
り
、

海
へ
出
か
け
る
人
は
、

今
年
に
入
っ
て
、

今
年
も

き
っ
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
サ
メ
事
故
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
海
ヘ

出
か
け
る
際
に
は
、

「
4
b
vレ
法
D
L

の
時
の
た
め
に
サ
メ

に
関
す
る
知
識
を
蓄
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

サメに注意

ザ
メ
に
↑
↑
ν
い
3
い
3

サ
メ
は
、
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

お
よ
そ
三
百
四
十
二
種
類
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
過
去
に
人
や
ボ

l
ト
を
襲

っ
た
こ
と
が
あ
る
サ
メ
は
、
二
十
七

種
類
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
危
険
な
も
の
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
が
、
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
・
イ

タ
チ
ザ
メ
・
ヨ
ゴ
レ
・
オ
オ
メ
ジ
ロ

ザ
メ
の
四
種
類
で
す
。

ホ
ホ
シ
口
吋
メ
の
習
性

魚
類
や
ア
ザ
ラ
シ
、
ア
シ
カ
な
ど

の
海
獣
類
な
ど
を
捕
食
し
て
い
ま
す

が
、
大
型
な
も
の
に
な
る
と
、
海
獣
類

を
好
ん
で
食
べ
ま
す
。
数
キ
ロ
離
れ

た
所
か
ら
で
も
獲
物
の
発
す
る
音
や

振
動
を
探
知
し
、
数
百
日
に
近
付
く

と
、
獲
物
の
出
す
臭
い
を
か
い
だ
後
、

十
日
以
内
の
範
囲
に
な
る
と
、
視
覚

に
頼
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
場
を
感
じ
る
能
力
も
発
達
し
て
お

り
、
獲
物
が
出
す
生
物
電
気
を
感
知

し
て
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
血
の
臭
い
に
は
敏
感
で
、

血
の
臭
い
で
興
奮
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
遊
泳
速
度
は
、
通
常
時
速

一二・二
キ
ロ
程
度
で
す
が
、
急
ぐ
時
に

は
十
七

1
二
十
五
キ
ロ
で
移
動
し
ま

す。ザ
メ
防
局
ぜ
人
女
」
襲
う

な
ぜ
サ
メ
が
人
を
襲
う
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
説
が
あ
り
ま
す
。

-
え
さ
と
間
違
え
る
。

-
周
り
に
近
付
く
敵
対
者
と
し
て

追
い
払
う
。

-
環
境
悪
化
に
よ
り
、
い
ら
だ
っ

て
か
み
つ
く
。

水
中
で
は
、
人
は
動
き
も
鈍
く
、

逃
げ
る
の
も
遅
い
た
め
、
サ
メ
に
襲

わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。

人
が
水
面
で
ポ
チ
ャ
ポ
チ
ャ
し
て
い

る
と
、
弱
っ
た
水
鳥
や
大
型
の
魚
と

間
違
わ
れ
て
襲
わ
れ
る
時
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
腹
ば

い
に
な

っ
た
姿
や
黒
い
ウ

エ
ッ
ト
ス

ー
ツ
姿
が
、
サ
メ
が
好
ん
で
食
べ
る

ア
シ
カ
な
ど
に
似
て
い
る
た
め
、
襲

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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ご
存
じ
で
す
か
っ
・

学
生
の
免
除
基
準

ー
国
民
年
金

l

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か
。学
生
の
皆
さ
ん
が
適
用
の
対
象
と

い
う
こ
と
は
、
一
般
の
被
保
険
者
と

同
様
、
学
生
本
人
又
は
世
帯
主
に
、

保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
納

付
義
務
者
に
保
険
料
の
負
担
能
力
が

な
い
場
合
に
は
、
申
請
に
基
づ
き
、

一
般
の
第
一
号
被
保
険
者
と
は
異
な

っ
た
基
準
で
、
保
険
料
免
除
の
道
が

聞
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人

の
四
人
世
帯
を
例
に
あ
げ
た
場
合
、

)包納涼・・・

8/4 

4 

親
元
世
帯
の
前
年
の
収
入
が
、
表

に
示
し
た
基
準
額
を
下
回
っ
て
い
れ

ば
、
学
生
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
学
生
本
人
が
、
前
年

に
所
得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
、

保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
2
1
6

基準額の収入ベースへの換算(試算)

(夫婦子供2人の標準的なサラリ 7ン世帯の場合)

同 居 別 居

国公立 約 610万円 約 670万円

私立 約 695万円 約 755万円

国公立学生 1人増につき
(同居) 約 65万円増
(別居) 約 125万円増

私立学生 1人増につき
(同居) 約 145万円増
(別居) 約 205万円増

今
年
も
、
夏
恒
例
の
川
ま

つ
り
花

火
大
会
を
八
月
三
日
四
日
の
二
日
間
、

肱
川
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
夜

空
を
焦
が
す
二
千
四
百
発
の
花
火
に

大
洲
な
ら
で
は
の
水
郷
情
緒
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、

川
ま
つ
り
の
行
事
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

八
月
二
日

(日
)

第
九
回
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
(
成

見
橋
下

1
新
冨
土
橋
下

)
9
時
却
分

ス
タ
ー
ト

八
月
三
日

(月
)

川
ま

つ
り
神
事

(
住
吉
神
社
)
日
時

1
2
寺

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)
ゆ
主
寸

i

p
J
ι
nH
H
 



ノShark 岡山県牛窓町

和歌山県和歌山市

瀬戸内海で起こったサメ事故の例

岡山県玉野市

香川県坂出市

愛媛県松山市

-昭和34年 7月

・昭和34年 8月

・昭和42年 8月

・昭和42年 8月

-平成4年 3月

サ
メ
の
攻
撃
か
ら

身
を
守
る
に
は
?

ご
ん
怠
所
で
同
町

一
本
が
な
い
・
潜
ら
な
い

O
極
端
に
濁
っ
た
水
や
、
透
明
度
の

悪
い
海

O
沖
合
や
海
峡
、
海
底
の
急
峻
な
所

O
下
水
な
ど
の
流
れ
込
む
海
域

泳
い
だ
り
、
潜
つ
だ
り

す
3
前
巴
・
・・・
・・

O
明
る
く
目
立
つ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

強
い
水
着
や
ウ
エ
ッ
ト
ス

l
ツ
な
ど

は
避
け
る
。

O
サ
メ
が
よ
り
活
動
的
に
な
る
、
夕

方
や
夜
間
の
時
間
帯
は
避
け
る
。

O
必
ず
、
周
囲
に
サ
メ
が
い
な
い
か

よ
く
確
認
す
る。

泳
い
だ
り
、
潜
つ
だ
り

レ
で
い
3
時
に
怯
・
..
 

0
け
が
を
し
て
出
血
し
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
海
か
ら
上
が
る
。

O
ボ
l
卜
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
な
ど
か

ら
、
腕
や
足
を
出
し
水
中
で
ブ
ラ
ブ

ラ
さ
せ
た
り
し
な
い
。

O
突
い
た
魚
を
持
っ
た
ま
ま
潜
ら
な

い
。
ま
た
、

血
を
流
し
た
魚
は
す
ぐ

に
水
面
か
ら
上
げ
る
。

O
魚
群
が
不
自
然
な
泳
ぎ
方
を
始
め

た
り
、
普
通
以
上
に
大
き
な
群
れ
に

な
っ
て
い
た
ら
、
海
か
ら
出
る
。

O
潜
水
す
る
際
に
は
、
サ
メ
か
ら
身

ホホジロザメ

川まつ

8/2-v 

八
月
四
日

(火
)

神
伝
流
肱
川
下

り

(
臥
龍
淵

1
城
山

下
)
叩
時
1
ロ
時

花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)
却
時

1

果鼻まの 用 る刃攻不あ 0 タ 中目 ~O いで om 中を
が・た 上 す。 物 撃 用 るサイのをでで ザモラ 場潜サ程銃守
あ目、かるやや的意道メミ場離きき メレ 合水メ度・る
る ・棒、時む 水 にに具がン合さるる 炉 は活の)金道
とエな側にを 中 なサで襲グはずだだ 与て 、動危な属具
言ラど頭はえ銃るメ身つを、にけけ 出 防を険ど性を
わをを部、ずの恐ををで見あコ静早 ム 護行が)の携
れ狙使に目水使れ傷守きでわ かく 玄 カな予 棒帯
てつうあと中 用 がつるた水てたに水 つ ゴわ想 (し
いて場る目銃にあけ。らかでだ、宅、 尼 をざさ 長て
る突合目のなはるるた、ら浮しサ勺 Iλ 使るれ さお
。くにを 間 ど注のとだ手出上 、メ上 ノ 用をる ーく
とは 狙 のを意で逆し近るせ潜かが っ す得海 -J  
効、う頭使す、に、に 。ず 水らる るな域二水

⑫ 申申定受
す受 1課 2 I 込込 告草

。けな 9営 2~グ 及期 間

付お)農 5大リ び限 員 料
け、係 5洲 l聞 の材内
た申 ()市ン い 平場十費原の
後込 E 又東ト 合 成合名は則農;
、書 ⑫は大ピ せ四 は程ーと業 ぅ
送は 2 、 ~HI ア先年審度部し者
付、 1農一情 九査 ( 自て
い電 1林九 報 月で申己無
た話 1振 O セ 九決込負料
しに 内興、 ン 日定多担(
まで 3 ftタ )数)教

ザメち

こ己まで16

来危いでレJ;

生
徒
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室

肱
川
流
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

事
業
化
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
も

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
開
校
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
情
報
化
社
会
に
対
応

で
き
る
地
域
の
人
材
育
成
を
目
指
し

て
、
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、

今
回
で
第
六
期
に
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や
初
歩
的
な
操

作
、
ワ
ー
プ
ロ
機
能
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
教
授
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
興
味
の
あ
る
農
業
者
の
皆
さ

ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
校
場
所

大
洲
市
森
林
組
合

二
階
実
技
実
習
室

開
校
期
間

平
成
四
年
十
月

1
平
成

五
年
三
月
の
聞
に
十
回

開
講
時
間

午
後

一
時
か
ら
五
時
ま

で

(
四
時
間
)

受
講
資
格

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
地
域

(
大
洲
市
・

喜
多
郡

・
東

宇
和
郡
の

一
市
七
町
村
)



こ
れ
は
、
「
伊
予
の
小
京
都
」
の

愛
称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
大
洲

の
四
季
を
約
十
六
分
に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に

大
洲
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
観
光
客

を
誘
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
内
の

人
に
も
大
洲
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
製
作
し
ま
し
た
。

市
内
の
小

・
中
学
校
を
始
め
、
各

機
関
に
配
布
し
た
上
、
希
望
者
に
は

一
本
三
千
円
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

持
に
、
お
わ
ず
赤
煉
瓦
館
に
お
い
て

は
、
本
館
ロ
ビ
ー
に
で
随
時
放
映
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
販
売
に
関
し
て
は
、
商
工

観
光
課
で
扱
っ
て
い
ま
す
。
郵
送
で

の
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
代
金
三
一

千
円
と
送
料
三
百
六
十
円
を
同
封
の

上
、
現
金
書
留
で
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

{
申
込
及
び
問
い
合
せ
先
}

〒
明
大
洲
市
大
洲
六
九

O
の
一

大
洲
市
産
業
経
済
部商
工
観
光
課

宮
⑪
2
1
1
1
内
3
2
7

旬
。
“
ぜ
民
0
8陶
冶
ゐ
X
O仰
沿
ゐ
V
O伯
尚
χ切
V
伊
防
白
芯
品
Y
ゆ
仰
沿
ゐ
芯
民
P
S伺
尚
弘
J
Y
O
O伊
納
ゐ
ぷ
弘
Yの
俗
A
M
Y
V同

大
洲
の
四
季
を
美
し
く
紹
介

観
光
ビ
デ
オ
が
完
成

こ
の
度
、
大
洲
市
で
は
、
「
伊
予

の
小
京
都
お
お
ず
の
四
季
」
と
題

し
た
観
光
ビ
デ
オ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ij饗融雪募集f::;
〉ピヂ示、三おじヌ伝説、〉

{内容]

孝文キオにビデオを{吏用して、

本の自然をテーマ に、講義を行

愛媛県八幡浜地方局では、生

を

お早めに申し

日

涯学習のより 一層の推進を図る

次の要領で実施しますので、

「ビデ、オ・カレ yジ、」

込んでください。

参加希望の方は、

開講します。

ないます。

ため、

[開講日時]

10月3、10、17、24日

時間は、 13時30分から16時30分

[会場}

八幡浜市民図書館視聴覚室

※申し込み方法など、詳しくは

八幡浜地方局県民生活課まで。

fi'0894⑫ 4 1 1 1内 222

11月 7日

6 
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公共下水道工事

南
中
学
校
角
か
ら
商
工
会
議
所
裏
ま

で
の
区
間
で
、
下
水
道
管
の
埋
設
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

工
事
の
進
行
に
伴
い
、
通
行
制
限

な
ど
、
付
近
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

公
共
下
水
道
事
業
の
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
期
間

1
平
成
五
年

一
月
末
日

※
期
間
中
の
工
事
予
定
区
間
は
、
左

図
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
件
に
関
し

て
の
詳
細
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
2
8
8

の

お知らせ

市
で
は
、
肱
川
の
水
質
浄
化
な
ど

快
適
な
市
民
生
活
を
築
く
た
め
に
、

「
公
共
下
水
道
事
業
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
本
年
も
、
七
月
下
旬
か
ら

雪e智也管也令~信号信号令~也容e信号令也信号~也舎也管~答。雪
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失敗は数えきれないほど…

さん (肱南 ・45歳)

島根県出身

V
島
根
県
の
隠
岐
島
で
生
ま
れ
、
松

江
市
で
育
ち
ま
し
た
。

V
結
婚
し
て
八
年
聞
は
、
兵
庫
県
で

勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
二

年
に
主
人
の
故
郷
大
洲
に
来
ま
し
た
o

v
松
江
も
ま
た
城
下
町
で
、
「
山
陰

子智

奥さん訪問

田

. 

松

費

.. 

旅
の
思

sp思
fJ 
列
車。
旅

の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

静
か
な
た
た
ず
ま
い
も
大
洲
と
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
方
言
の
面
で
も
よ

く
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
加
藤

の
お
殿
様
が
米
子

(鳥
取
県
)
か
ら

大
洲
へ
来
た
こ
と
に
関
係
あ
る
の
で

し
ょ
う
ね
。

V
松
江
に
は
宍
道
湖
が
あ
り
、
四
季

折
々
の
珍
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
じ
み
、
あ
ま
さ
、
ぎ
、
う
な

ぎ
、
す
ず
き
、
し
ら
う
お
な
ど
:
:
:
特

に
し
じ
み
の
味
噌
汁
は
天
下

一
品
で

す
。

V
霧
の
深
い
大
洲
に
来
た
と
き
に
は

な
か
な
か
夜
が
明
け
な
い
と
思
い
な

が
ら
、
つ
い
つ
い
お
畳
ま
で
寝
て
し

「
旅
は
道
連
れ
、
世
は
情
け
」
と

言
い
ま
す
が
、
私
は
、

他
人
に
気
兼

ね
を
せ
ず
に
す
み
、
時
間
に
も
余
り

拘
束
さ
れ
な
い

一
人
旅
が
大
好
き
で

す
。学
生
の
頃
、
「
青
春
十
八
切
符
」

を
ワ
ン
セ
ッ

ト
手
に
入
れ
た
時
、
ふ

ら
り
と
汽
車
に
乗
り
旅
に
出
か
け
ま

し
た
。
美
し
い
夜
景
が
見
た
く
て
、

思
い
つ
く
ま
ま
神
戸
に
向
い
、
今
度

は
日
本
海
が
見
た
く
な
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
福
知
山
線
に
乗
り
敦
賀
へ
、
そ

し
て
高
校
時
代
の
旅
の
思
い
出
の
場

所
信
州
上
高
地
へ
と
、
汽
車
の
旅
を

続
け
ま
し
た
。

特
に
、
こ
の
切
符
は
、
全
線
普
通

列
車
を
指
定
さ
れ
て
い
て
、
途
中
私

の
前
や
横
の
座
席
に
座
っ
た
人
た
ち

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
霧
の
朝
は
、

傘
を
持

っ
て
出
か
け
た
り
、
洗
濯
物

を
干
し
そ
び
れ
た
り
、
失
敗
は
数
え

き
れ
ま
せ
ん
。

V
市
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
水
害
対

策
と
道
路
の
整
備
、
そ
れ
に
、
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
児
童
公
園

を
も
っ
と
整
備
し
て
欲
し
い
で
す
ね
o

v
子
供
た
ち

(直
子
さ
ん
U
中
学
三

年

1
、
但
子
ち
ゃ
ん

H
小
学
四
年

H
)

に
は
、
思
い
や
り
と
感
謝
の

心
を
忘

れ
な
い
人
間
に
育

っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

伊
予
銀
行
大
洲
支
底

二
宮

隆
貴

は
、
時
間
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、

何
人
だ

っ
た
の
か
定
か
で
な
い
く
ら

い
で
し
た
。
若
い
女
性
あ
り
、
お
年

寄
り
、
学
生
、
主
婦
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
、
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、

同
じ
座
席
空
間
を
共
有
し

ま
し
た
。
中
に
は
、
話
し
か
け
て
く

る
人
、
弁
当
を
分
け
て
く
れ
た
人
、

泊
ま
っ
て
い
き
な
さ
い
と
言
っ
て
く

れ
た
人
ま
で
い
ま
し
た
。
鈍
行
列
車

の
旅
の
楽
し
さ
は
、
こ
れ
に
尽
き
る

と
思
い
ま
す
。

結
局
四
日
か
か
っ
て
上
高
地
に
到

着
し
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
風
景
を

目
前
に
し
た
私
は
、
そ
の
ま
ま
山
頂

に
向

っ
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
途
中
、

東
京
か
ら
来
た
登
山
ク
ラ
ブ
の
人
た

ち
と
合
流
し
ま
し
た
が
、
普
通
の
革

靴
で
歩
い
て
い
る
私
を
奇
妙
に
思
っ

た
の
か
、
予
備
の
登
山
靴
と
杖
を
貸

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
天
候

の
く
ず
れ
も
切
り
抜
け
、
あ
こ
が
れ

の
山
頂
に
立

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、

地
方
の
画

一
化
が
言
わ
れ

て
お
り
、
ど
こ
に
行
つ
で
も
同
じ
よ

う
な
も
の
だ
と
い
う
声
を
聞
か
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
ど
う
し

て
、
ゆ
る
や
か
な
時
間
の
中
を
自
分

の
足
と
目
で
旅
し
て
み
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉

が
あ
り
、
独
特
の
文
化
を
持
っ
た
人

や
町
が
あ
り
、
温
か
い
人
情
に
包
ま

れ
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
楽
し
い

思
い
出
が
一
杯
あ
り
ま
す
。

旅
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も

「
非
日
常
の
世
界
」
に
あ
り
ま
す
。

歴
史
紀
行
の
旅
、
グ

ル
メ
の
旅
、
温

泉
巡
り
の
旅
、
ど
れ
を
と

っ
て
も
楽

し
い
も
の
で
す
。
時
の
流
れ
か
ら
離

れ
て
、
ぶ
ら
り
と
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
各
地
の
文
化
に
触
れ
た
り
、

優
し
い
人
情
に
包
ま
れ
た
り
、
ま
た
、

外
か
ら
わ
が
故
郷
を
見
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
よ
く
夢
を
見
ま
す
。
そ
れ
は

大
洲
温
泉
の
夢
で
す
。
大
洲
盆
地
に

肱
川
の
清
流
を
溜
め
、
大
洲
の
人
た

ち
の
人
情
で
温
め
た
、
日
本

一
い
や

世
界

一
の
大
き
な
温
泉
で
す
。

は
じ
め
に
ご
人
旅
礼
賛
」
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
出
発
の
時
と
帰
着
し

た
時
が
一
人
で
、
途
中
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
人
た
ち
の
情
け
を
受
け
た
こ
と

さ
ん

き

か
、
断
流
に
た
え
ま
せ
ん
。

7 
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点
検
し
、
悪
い
と
こ
ろ
は
修
理
や
補

帯

ラ
ジ
オ
の
準
備
を

し

て

お

く

川

強
を
し
て
万
全
を
期
し
ま
し
よ
う
。

-

非
常
持
出
品
の
準
備
を
し
て
お
川

{

日

頃

の

対

策

】

く

川

・
水
路
、
雨
ど
い
の
落
葉
や
土
砂
・
万

一
の
場
合
の
避
難
経
路
を
確
川

を

取

り

除

く

か

め

て

お

く

川

・
こ
わ
れ
た
雨
戸
や
外
壁
を
修
理
・
台
風
情
報
や
市
関
係
の
防
災
に

川

し

て

お

く

関

す

る

広

報

に

注

意

す

る

川

・
屋
根
瓦
の
ず
れ
や
ひ
び
は
、
補
・
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
山

修
す
る
か
取
り
替
え
る

砂
崩
れ
、

が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

-
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
ゃ
、
窓
枠
の
豆
知
識
一
雨
が
一
時
間
に
二
十
問
、

ガ
タ
ツ
キ
は
取
り
替
え
る
か
補
強

ま
た
は
降
り
始
め
て
か
ら
の
累
計
が

す

る

百

聞
を
超
え
た
ら
、
土
砂
崩
れ
や
が

川

{

台

風

接

近

時

の

対

策

}

け

崩

れ

の

発

生

す

る

確

率
が
高
く
な

川

・
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

川

夏季大学に
台
万嵐
会公
で丞

3T定
等は

間
も
な
く
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
台
風
は
、

地
震
と
違
い
予
知

予
報
が
あ
る
程
度
正
確
に
で
き
、
ま

た
、
日
本
に
接
近
す
る
季
節
も
限
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
台
風
に
対

す
る
備
え
を
完
全
に
し
て
お
け
ば
、

被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
台
風
が
近
付
く
前
に
家
の
内
外
を

夏
季
大
学
は
、

目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
の
講
師
は
、
日
本
テ
レ
ビ
午

後
十

一
時
か
ら
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
「
今

今
年
で
三
十
六
回

1;¥' 

、‘

h 

J 

.‘ 
日
の
出
来
事
」
で
・
お
な
じ
み
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
樫
井
良
子
さ
ん
。

同
番

組
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
の
、

ま
た
、

ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
た
約
九
十
分
程
度
の
講
演
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
国
際
感
覚

あ
ふ
れ
る
話
に
、
耳
を
傾
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

日
時
平
成
四
年
八
月
一
日
(
土
)

開
場
午
後
六
時
三
十
分

間
演

午

後

七

時

場
所
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

演

題

私

が

よ
7

」
で
き
る
こ
と
は

な
に
か

聴
講
料

三
百
円

※
聴
講
券
は
、
市
教
育
委
員
会
、
各

公
民
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

総務総務総総
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「
人
権
と
歴
史
L

愛
媛
に
お
け
る
戦
後
の
解
放
運
動

愛
媛
県
で
も
、
全
国
の
動
き
に
呼

応
し
て
戦
後
早
く
か
ら
解
放
運
動
の

組
織
を
つ
く
り
、
各
地
で
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
に

愛
媛
県
同
和
対
策
協
議
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
同
和
対
策
関

係
法
」
の
制
定
実
現
に
運
動
を
集
中

さ
せ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
に
「
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
る
と
、

さ
ら
に
そ
の
完
全
実
施
を
推
進
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
翌
四
十
五

年
に
は
、
市
町
村
に
結
成
さ
れ
た
各

同
対
支
部
を
通
し
て
差
別
の
実
態
を

調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十

七
年
に
は
対
象
地
域
商
工
業
者
が
、

安
定
し
た
経
営
を
図
る
た
め
に
、
愛

媛
県
同
和
地
区
企
業
連
合
会
(
現
・

愛
媛
県
企
業
連
合
会
)
を
結
成
し
ま

し
た
。こ
う
し
た
真
の
解
放
を
め
ざ
す
運

動
は
、
い
わ
ゆ
る
愛
媛
方
式
と
し
て

「
対
話
と
協
調
」
を
基
調
と
し
、
「
行

政
と
の
共
闘
」
「
教
育
と
の
連
帯
L

を
指
標
に
か
か
げ
、
広
く
県
民
運
動

と
し
て
現
在
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
教
育
運
動
に
お
い
て
も
昭

和
三
十
五
年
に
は
、
愛
媛
県
と
し
て

の
同
和
教
育
の
基
本
方
向
が
示
さ
れ
、

昭
和
四
十
三
年
に
は
、
愛
媛
県
同
和

教
育
協
議
会
(
県
同
教
)
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

8 

人
権
と
同
和
教
育

さ
ら
に
市
町
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
支

部
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
愛

媛
県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
同
和
教
育
班

(現
・
同
和
教

育
課
)
を
つ
く
り
、
昭
和
四
十
八
年

に
は
、
愛
媛
県
同
和
教
育
基
本
方
針

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在

は
、
就
学
前
、
学
校
、

社
会
、
行
政
、

企
業
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
同
和
教

育
を
徹
底
し
、
同
和
問
題
を
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
差
別

を
し
な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い
、
差

別
に
負
け
な
い
、
差
別
を
克
服
し
た

明
る

い
民
主
的
な
人
間
と
社
会
の
実

現
に
努
め
て
い
ま
す
。
(
こ
の
項
お
わ
り
)
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白
パ
イ
に
乗
っ
ち
ゃ
つ
だ
/

‘ 6.21 

撃
矢落川沿いを飛び交うホタルの舞いに、初夏の夜を涼

しく過ごす柳沢地区恒例のホタルまつりが、今年も 6月

1日から15日にかけて開催されました。

期間中は、地元産の農作物の即売やカラオケ大会など

の催しもあり、地区内外から多くの見物客が訪れました。

6月16目、駐在所のない地域へ警察署員らが出向き、地域

住民からの相談を受ける「移動交番」が、 上須戒地区に設置

されました。また、この日は、 上須戒保育所の園児28人もさ

っそく交番を訪れ、交通ルールなどについて学んだ後、白バ

イやパトカーに体験乗車。初めての経験に、みんな大喜びで

した。

ス
ポ
少
ミ
ニ
パ
ス
け
り
ト
ボ
ー
ル
大
会

肱
北
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
亀
会
の
会
員
ら
が
、
市
役
所

周
辺
の
植
木
の
せ
ん
定
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ツ
キ
や

マ
ツ
も
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

与12植木の手入れあし/斤とう
議総務喜隣州知加、

六
月
二
十

一
日
、
第
十
八
回
目
の
大
洲

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
パ
ス
ケ
y
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

に
は
、
市
内
各
校
か
ら
約
百
七
十
人
の
選

手
が
集
合
。
六
年
生
主
体
の

一
部
と
、
五

年
生
以
下
の

二
部
と
に
分
か
れ
、
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
時
間
切
れ
直
前
の
逆
転
劇
な

ど
も
あ
り
、
応
援
も
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
な
お
、
、
王
な
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
部

】

優

勝

一

一一一善
ス
ポ
少
、
準
優

勝
一
平
野
ス
ポ
少
、

三
位
一
菅
田
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
少
・
久
米
ス
ポ
少

【二
部
}
優
勝
一
大
洲
少
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
、
準
優
勝
一
上
須
戒

ス
ポ
少
、

三
位

二
二
善
ス
ポ
少
・
南
久
米

ス
ポ
少

大洲市連合青年団バレーボール大会

優
勝
は
男
子
の
部
が
肱
南
青
年
団
、
女
子
の
部
が

大
川
青
年
団
。
こ
の
二
チ

l
ム
は
八
月
開
催
の
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

6.28 

・'
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平
成
四
年
九
月
か
ら
、
毎
月
第
二
土

曜
日
を
休
業
日
(
閉
校
日
)
と
す
る
「
学

校
週
五
日
制
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
意
義
は
、
子
供
た
ち
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
心
豊
か

に
、
か
つ
主
体
的
、
創
造
的
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
資
質
や
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

学
校
と
い
う
世
界
で
は
な
く
、
地
域
と

い
う
「
よ
り
広
が
り
の
あ
る
世
界
」
で

な
け
れ
ば
学
び
と
る
こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
を
積
極
的
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め

の
制
度
な
の
で
す
。

ア
」
の
制
度
を
有
意
義
に
運
用
し
、
実

り
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
社

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
在
り
方
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
た

ち
と
保
護
者
、
そ
し
て
家
族
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
を
多
く
し
て
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

平
野
町
宇
都
宮
正
弘

金

一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

徳

岡

清

馬

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
白
石
雅
雄

金

一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
の
一

部
を
神
山
共
同
作
業

所

へ

)

本

町

大
洲
中
央
公
民
館
内
大
洲
ユ
ネ
ス
コ

協
会

一
同

金

一
封

(寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ

)

田

口

峯

昭

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

六
月
三
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

大

洲

中

川

寛

昭

金

一
封

大

洲

匿

名

金

一
封

中

村

花

木

武

士

金

一
封

(戸
籍
証
明
手
数
料
残
金
)

大

分

県

小

林

満

寿

子

(指
定
配
分
)

金

一
封

(大
洲
育
成
闇
・
大
洲
ホ
ー

ム
・

三
善
地
区
社
協
・

三
善
公
民
館
・

市

社

協

へ

)

春

賀

金

子

長

昭

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

長

谷

脇

野

宗

夫

金

一
封

(三
善
地
区
社
協
へ

)

春

賀

村

上

邦

夫

金

一
封

(平
野
地
区
社
協
へ

)

平

野

町

松

崎

図
書
館
か
ら

新
刊
図
書
案
内

「

草

愁

」

な

ど

越

智

二

良

著

愛

媛

の

昆

虫

田

辺

秀

男

著

目
に
は
目
を
毒
に
は
毒
を
北
野
武
著

ひ

と

り

遊

び

本

多

信

一

著

座

右

の

銘

大

橋

武

夫

著

人
生
を
大
き
く
生
き
る
田
中
孝
顕
著

い
ま
が
し
あ
わ
せ
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ

ん

m年
の

旅

中

川

幸

作

写

真

エ
ン
ピ
ツ
一
本
上
・
下
大
森
実
著

南

京

大

虐

殺

の

研

究

洞

富

雄

編

歴
史
の
終
わ
り
上
・
下

F
・
フ
ク
ヤ
マ
著

こ
の
国
の
か
た
ち
三

司
馬
遼
太
郎
著

マ
ン
ガ
日
本
の
歴
史
認石
ノ
森
章
太
郎
著

イ

ギ

リ

ス

小

池

滋

監

修

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
鉄
道
の
旅

長

真

弓

著

公
立
中
学
は
こ
れ
で
よ
い
の
か

N
H
K
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
著

国
際
頭
脳
を
持
っ
て
い
る
か

長
谷
川
慶
太
郎
著

「
東
京
裁
判
」
は
証
言
す
る
上
・
下

冨
士
信
夫
著

年
金
の
し
く
み
と
受
取
り
方
青
木
許
著

外
に
出
な
が
ら
老
人
介
護
樋
口
恵
子
著

不

動

産

裏

木

敏

夫

著

全
予
測
日
本
位

1
回

牧

野

昇

著

滅
び
ゆ
く
楽
園

S
・
ド
ル
ト
ン
写
真

カ

ル

テ

の

裏

側

に

石

川
恭
三
著

右
脳
を
生
か
す
技
術
品
川
嘉
也
著

ア

イ

デ

ア

の

素

松

樹

秦

平

著

や
っ
ぱ
り
書
斎
が
ほ
し
い
三
輪
正
弘
著

セ
ー
タ
ー
・
メ
モ
リ
ー
瀬
戸
信
明
編

か

わ

い

い

幼

児

服

内

藤

朗

編

か
ん
た
ん
刺
し
子
の
袋
物
吉
田
英
子
著

自
然
流
日
本
酒
読
本
福
田
克
彦
著

全
予
測
先
端
科
学
技
術
牧
野
昇
著

花
空
間

D
-
G
・
へ
ツ
ス
ィ
ヤ
ン
著

高

原

の

花

夏

梅

陸

夫

写

真

お
い
し
い
コ
メ
は
ど
こ
が
ち
が
う
か

農
文
協
編

農

に

還

る

時

代

小

島

慶

三

著

プ
ラ
ド
美
術
館
2
日
本
放
送
出
版
協
会

日
本
建
築
写
真
選
集
5
・
6

新
潮
社

黒
い
輪

V

・
シ
ム
ソ
ン
著

銀

の

夢

渡

瀬

夏

彦

著

怪
傑
/
高
校
三
年

生

舟

木

一

夫

著

淋

し

く

な

い

よ

田

中

美

佐

子

著

日
本
の
陶
磁
現
代
編
2
中
央
公
論
社

話
し
方
上
手
に
な
る
聞
の
ポ
イ
ン
ト

大

熊

茂

著

も
も
こ
の
し
ゃ
べ
り
こ
と
ば

さ
く
ら
も
も
こ
著

日
本
の
作
家
2
・
3
・

日

小

学

館

仰

天

・

文

壇

和

歌

集

夢

枕

猿

著

あ
き
ら
め
な
い
人
生
瀬
戸
内
寂
聴
著

慧

星

物

語

宮

本

輝

著

い
つ
も
月
夜
と
は
限
ら
な
い
広
瀬
隆
著

ス
ナ

l
ク

狩

り

宮

部

み

ゆ

き

著

モ
ル
ダ
ウ
河
の
淡
い
影
山
口
光
一
著

「
魚
服
記
」
殺
人
事
件
日
森
一
喜
著

旋

風

泡

坂

妻

夫

著

セ

ミ

ダ

ブ

ル

山

田

邦

子

著

長

江

落

日

賦

田

中

芳

樹

著

慶
応
わ

っ
ふ
る
日
記
村
田
喜
代
子
著

レ
ッ
ス

ン

五

木

寛

之

著

幼
年
記
か
が
や
く
大
気
の
な
か
で

笹
山
久
三
著

誇
り
高
き
者
た
ち
へ
落
合
信
彦
著

池
波
正
太
郎
短
編
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

5
・日

池
波
正
太
郎
著

サ
l
テ
ィ

l
ズ

・
ベ
ル
秋
山
裕
美
著

殺

人

の

祭

壇

森

村

誠

二

者

国
を
思
え
ば
腹
が
立
つ
阿
川
弘
之
著

主

な

登

場

人

物

清

水

義

範

著

10 

初
歳
の
パ

l
ス

デ

ィ

高

市

早

苗

著

不

機

嫌

な

理

由

諸

井

蒸

著

吾
輩
ハ
苦
手
デ
ア
ル
原
因
宗
典
著

む

は

の

迷

走

椎

名

誠

著

御
臨
終
の
若
者
へ
生
き
ろ
生
き
て
み
ろ

野
坂
昭
如
著

わ
が
部
隊
か
く
戦
え
り
飯
田
邦
光
著

家

族

の

樹

津

地

久

枝

著

森

に

訊

け

橋

本

克

彦

著

世

界

漂

流

五

木

寛

之

著

ガ
ン
ス
リ
ン
ガ

l

S

・
キ
ン
グ
著

ブ
ラ
イ
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
ト
マ
ト

F
・
フ
ラ

ッ
グ
著

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
を
つ
か
ま
え
て

ー
・

ハ
ミ
ル
ト
ン
f

者

子
ど
も
読
書
会
の

ご

案

内

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
会
と

し
て
「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
会
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
紙
芝
居
や
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
な
う
も
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
中
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、

・お
子
さ
ん
ど
う

し
、
ま
た
、
親
子
連
れ
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
楽
し
い

一
日
に
な

る
と
思
い
ま
す
よ
:
:

【
開
催
日
程
】

8
月
6
日
附

日
時

l
u
時

m
B
附

日
時

1
ロ
時

幻
日
附

日
時

1
ロ
時

{
開
催
場
所
}

市
立
図
書
館
二
階
会
議
室

※
詳
し
く
は
図
書
館
ま
で公
⑫
4
4
1
9



宅
地
購
入
・
住
宅
建
設
資
金

お
貸
し
し
ま
す

愛
媛
県
で
は
、
宅
地
購
入
や
住
宅
建

設
を
す
る
人
に
対
し
て
必
要
な
資
金
を

融
資
す
る
「
愛
媛
県
持
家
住
宅
建
設
促

進
資
金
融
資
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付

期

間

毎

年

四

月

一
日
か
ら
翌
年

三
月
三
十

一
日
ま
で

受
付
場
所
伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
、

県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
各

本
支
庖

融
資
限
度
額

住
宅
資
金
三
百
万
円
(
た
だ
し
、

住
宅
改
良
資
金
は
二
百
万
円
)

宅
地
資
金
二
百
万
円

融

資

利

率

年

利
五
・
五
%

償

還

方

法

二

十
年
以
内

(繰
上
償
還

は
可
)
元
利
均
等
月
賦
返
済
又
は
こ

れ
と
半
年
賦
返
済
の
併
用
。

選
考
方
法

な
お
、
宅
地
資
金
に
つ
い
て
は
、
次

ダ設備

設備

ft24-3674 

番

水道業者の

ノ

ク

サ

当

(有)ア

(有)オ

水漏

8月1日(土)

合 24-0783

の
条
件
が
必
要
で
す
。

①
新
た
に
購
入
す
る
も
の
で
、
宅
地

面
積
が
百
六
十
五
ば
以
上
三
百
三
十

ば
未
満
の
も
の
。

②
先
行
取
得
す
る
場
合
は
、
五
年
以

内
に
公
庫
住
宅
を
建
設
し
な
け
れ
ば

か
で
勺
介
。
ぃ
。

③
申
込
時
に
住
宅
を
所
有
し
て
い
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
市
町
村
長

等
(
民
生
委
員、

職
場
の
長
)
の
証
明

書
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
土
木
部

建
築
住
宅
課
宅
地
建
物
指
導
係
ま
で

8
0
8
9
9
⑪
2
1
1
1
内
3
4
7
1

所

土居鉄工所側

社

庖

備

ft24-4122 

ハU
A
佳

A
生
一

電

A
性ワug
 

ft25-2944 

合 25-4645

業

工

道

壬凡
画又

主失

戸

住

藤

田

t兵

神

佐

城

8月2日(日)

8月8日(土)

8月9日(日)

少
年
少
女
合
唱
連
盟

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
少
年
少
女
合
唱
連
盟
で
は
、

愛
媛
に
お
け
る
少
年
少
女
合
唱
音
楽
の

研
究
・

向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
第
三

十
回
目
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
釆
場
の
上
、
少
年
少
女
の
熱
唱
に

ご
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
平
成
四
年
八
月
七
日

午
後
一
時

1

開
催
場
所
大
洲
市
民
会
館

参
加
団
体
愛
媛
県
少
年
少
女
合
唱
連

盟
の
児
童
・
生
徒
、

十
二
団
体

行
方
不
明
者
を
捜
す

身
元
確
認
強
調
月
間

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
、
突
然
行
方
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
人
や
、
長
い
間
連

絡
の
と
れ
て
い
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は
、
八
月
を
「
身
元
縫
認
強
調

月
間
」
と
し
、
身
元
不
明
死
者
の
身
元

確
認
活
動
や
家
出
人
な
ど
の
発
見
保
護

活
動
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
県
内
各
警
察
署
及
、
び

ft24-4519 

直

南予水道住設(有)

西

所

中野管工事工業

庖

ft24-4577 

含 24-3792

ft26-0200 

ft25-0901 

道

工

道

主失

* 

* 

力日

田

田

星

i竜

8月15日(土)

8月16日(日)

警
察
本
部
に
お
い
て
、
行
方
不
明
に
な

っ
た
人
を
捜
す
た
め
の
相
談
に
応
じ
て

い
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
「
行
方
不
明

者
を
捜
す
相
談
所
L

を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
は
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開

設

日

開

設

場

所

8
月

3
日

間

松

山
東
警
察
署

8
月

4
日

例

新

居

浜

箸

察

署

8
月

6
日

同

今

治

警

察

署

8
月
7
日

幽

字

和

島

警

察

署

※
開
設
時
間
は
午
前
四
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
で
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
大

洲
警
察
署
刑
事
課
ま
で
(
含
⑪
2
1
7

5
)
。

ft26-0265 

備

業

ft24-2541 

5支

淳山水道工事庖

ft25-4023 

ft24-2583 

ft24-5351 

5支

工

f主

電

屋

森

丸

予

(有)

伊

4恋8月22日(土)

8月23日(日)

{龍E生原8月29日(土)

考
え
よ
う
、
水
の
あ
し
た

ft24-3783 

岡福水道工事庖

(8月1日)
(8月1日-7日)

水の日

水の週間
ft24-3656 

6月末までのいの水道工事庖8月30日(日)

大洲市内の 交通事故

6月末現在 昨年同期

件 数 9 8 108 

負傷者 118 145 

死 者 1 

ft24-2216 

所

まま25-0300

詳しくは水道課まで

8⑫211 1内線 377

工鉄塚大

11 



相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}

日
時

8
月
刊
日
何
日
時

1
日
時

8
月
初
日
附
日
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
三
階
会

議
室

【
人
権
相
談
】

日
時

8
月
口
日
間
日
時

l
口
時

8
月
初
日
附
日
時

1
口
時

場
所
口
日
は
南
久
米
公
民
館
、
初
日

は
市
役
所
二
階
会
議
室

【
法
律
相
談
】

日
日

8
月
5
日

附

日

時

l
m
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

{心
配
こ
と
相
談
】

日
時

8
月
3
、
刊
、

羽
田
q
d
土
寸
{
}
P
D
主
寸

司
自
よ

門

H
u
"

咽
E
4
"
"

“

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

日
時

8
月
幻
日
幽

9
時

i
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

者

平成 4年 3月生※

平成3年12月生※

平成 3年 1月生

平成 3年 9月生※

保健センターだより

当

-乳幼児健康診断。

実施日 雪ぜケ
ロdく

8月4日伏)

8月11日伏)

8月13日(木)

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
】

日
時

8
月
5
、
初
日

O
寺
1
6土
寸

句

E
A

門"“

1
E
4

同
H
M

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
】

日
時

8
月刊
ω
日

日

時

i
H
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

ω歳
以
上
の
人

【
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
念
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時

8
月
日
日

9
時

l
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
庄
二
階
、
常
磐
町
四

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

と

き

毎

日

の

執

務

時

間

中

)

な

や

み

ゼ

ロ

一2
7
8
3
0

電
話
番
号

平成元年 7月生

大洲市保健センター

母子健康手帳

8月11日は育児相談だけです。

9:30--12:00，13:00--15:00 

.成人病及び結核検診4・

13 :00--13:30 

8月18日伏)

8月25日伏)

※は肱南・肱北地区のみ

日時 8月12日(水)

.健康相談.

受付時間

実施場所

持参品

|休|日|急|患|診|療|歯

菊原外科(若宮)8月2日(日)
科

宮 24-4646
本B

(東大洲)大洲中央病院

宮 24-45515炎

実

施

日

内

容

8
月
初
日
附
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
一
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
⑪
3
1
6
5

所

8月10日(月)¥ 
l八多喜連絡所

8月11日伏)J 

8月27日(木:)I 
}新谷連絡所

8月28日幽 l

土易実施日

9: 30--11 : 00 受付時間

13 : 00--15 : 00 

平斗無検診料

39歳未満の女性対象者

石村整形外科 (若宮)

(東大洲)

ft24-4551 

(東大洲)

(徳森)

宮 23-5767

宮 25-2022

ft24-4551 

大洲中央病院

大洲記念病院

大洲中央病院

8月9日(日)

8月16日(日)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

8
月
6
日
附

場

所

時

間

愛
媛
銀
行
大
洲
支
店
9
時
泊
分

l
u
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

l
M
時

8
月
幻
自
附

新
谷
連
絡
所

9
時
加
分

1
ロ
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
日
時

i
M
時

平
成
四
年
度

緑
化
募
金
の
実
績
報
告

40歳以上の男女

今
年
の
緑
の
羽
根
募
金
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で
六

十
二
万
九
千
八
百
四
十
六
円
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
国

・
県
・
市
の
緑
化

推
進
活
動

(苗
木
の
配
布
な
ど
)
の
た

め
に
利
用
さ
せ
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ごうお小児科 (西大洲)

ft24-3936 

大洲中央病院(東大j汁1)

8月23日(日)

7 8月{;tr道路をまもる月間IJB月108はr道の日」

宮 24-4551

ft24-2346 

大川|中央病院(東大洲)

村上医院(常磐町)8月30日(日)

12 

ft24-4551 


	A4ページ分け12p用

